
混
迷
を
極
め
る
世
界
情
勢
や

国
内
情
勢
、港
湾
情
勢
の
も
と
、

港
湾
労
働
者
は
も
と
よ
り
多
く

の
国
民
が
危
機
的
な
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な

か
で
開
催
さ
れ
る
第
18
回
全
国

港
湾
定
期
大
会
で
は
、
原
則
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
を
認
め
る

な
か
で
、
会
場
・
宿
泊
施
設
等

の
調
整
を
図
っ
て
い
く
事
を
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
来
賓
に

つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
顧
問
、

港
運
同
盟
、
海
員
組
合
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
東
京
に
要
請
す
る
こ
と
を
確

認
。提

出
議
案
は
、
第
一
号
議
案

『
2
0
2
4
年
度
の
主
な
取
り

組
み
経
過
（
案
）
』
、
第
二
号

議
案
『
25
年
度
運
動
方
針

（
案
）
』
、
第
三
号
議
案
『
産

別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ

い
て
（
案
）
』
、
第
四
号
議
案

『
2
0
2
4
年
度
決
算
報
告
及

び
2
0
2
5
年
度
予
算
（
案
）
』

か
ら
な
り
、
2
0
2
5
年
秋
年

末
に
お
け
る
具
体
的
活
動
方
針

に
つ
い
て（
案
）も
提
起
す
る
。

運
動
方
針
（
案
）
の
運
動
の

基
調
と
基
本
的
課
題
で
は
、
港

湾
労
働
者
を
巡
る
情
勢
の
特
徴

と
港
湾
産
別
労
使
関
係
を
巡
る

現
況
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
、

4
本
の
柱
を
基
軸
に
し
て
運
動

を
進
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

る
。

①
日
港
協
が
提
訴
し
た
『
中
労

委
命
令
取
り
消
し
訴
訟
』
へ
の

2
0
2
5
年
9
月
16
日
に
下
さ

れ
る
判
決
へ
の
対
応
。

②
持
続
可
能
な
仕
事
と
港
湾
産

業
の
未
来
を
築
く
た
め
の
『
人

員
確
保
、
そ
の
た
め
の
魅
力
あ

る
港
湾
労
働
の
確
立
』
を
軸
と

し
た
諸
課
題
の
前
進
。

③
『
安
全
』
の
課
題
を
徹
底
追

及
す
る
こ
と
。
日
常
的
な
安
全

環
境
を
整
え
て
い
く
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、
港
湾
労
働
者
の

命
と
安
全
を
脅
か
す
、
戦
争
へ

の
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
抗
う
た
た

か
い
を
組
織
す
る
こ
と
。

④
港
湾
産
別
運
動
・
全
国
港
湾

の
組
織
そ
の
も
の
を
強
化
し
、

国
際
連
帯
活
動
に
も
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
。
以
上
の
4
点

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

25
秋
年
末
方
針（
案
）で
は
、

11
月
5
日（
水
）か
ら
6
日（
木
）

を
中
央
行
動
に
設
定
し
、
行
政

交
渉
や
ユ
ー
ザ
ー
行
動
な
ど
を

取
り
組
む
。

具
体
的
な
要
求
項
目
は
、
適

正
料
金
確
保
、
体
制
的
『
合
理

化
』
の
課
題
、
安
全
問
題
、
不

稼
働
日
の
設
定
な
ど
へ
の
協
力

な
ど
と
し
、
申
し
入
れ
先
（
行

政
・
ユ
ー
ザ
―
）
、
申
し
入
れ

内
容
、
具
体
的
な
行
動
内
容
な

ど
総
合
的
な
企
画
は
、
書
記
長

会
議
、
教
宣
部
会
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
企
画
・
運
営
す

る
。
ま
た
、
10
月
23
日
（
木
）

か
ら
31
日
（
金
）
を
地
区
統
一

行
動
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
し
、

中
央
行
動
と
連
動
し
た
地
区
独

自
の
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

26
春
闘
の
準
備
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
提
案
す
る
。

①
25
春
闘
（
仮
）
協
定
を
踏
ま

え
た
25
秋
年
末
闘
争
の
到
達
点

を
踏
ま
え
、
単
組
・
地
区
港
湾

の
機
関
会
議
や
学
習
会
な
ど
を

通
じ
て
、
積
極
的
に
要
求
を
汲

み
上
げ
、
た
た
か
い
方
と
要
求

を
同
時
に
検
討
し
『
産
別
統
一

要
求
』
と
『
産
別
統
一
行
動
』

を
軸
に
た
た
か
う
26
春
闘
を
準

備
す
る
。

②
日
港
協
が
東
京
地
裁
に
中
労

委
命
令
の
取
り
下
げ
を
求
め
提

訴
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
決
は

9
月
16
日
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
判
決
は
、
中
労
委
命
令
が
維

持
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
が
、
日
港
協
が
こ
れ
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
産
別
の
総
力
を

挙
げ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

が
、
そ
の
経
過
も
見
極
め
、
26

春
闘
の
た
た
か
い
方
を
整
理

し
、
26
春
闘
方
針
（
案
）
と
要

求
（
案
）
の
起
案
を
進
め
る
。

③
26
春
闘
財
政
を
確
立
す
る
た

め
の
26
春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
、
2
0
2
6
年
2
月
4
日
か

ら
5
日
に
開
催
す
る
第
18
回
中

央
委
員
会
で
決
定
す
る
が
、
各

単
組
・
地
区
港
湾
の
財
政
見
通

し
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、本
定
期
大
会
で
提
案
す
る
。

④
26
春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
一
人
5
0
0
円
と

し
、
そ
の
決
定
は
第
18
回
中
央

委
員
会
で
行
う
。

⑤
26
春
闘
方
針
（
案
）
と
26
産

別
春
闘
要
求
（
案
）
は
26
年
2

月
4
日
（
水
）
か
ら
5
日
（
木
）

に
行
う
第
18
回
中
央
委
員
会
で

審
議
・
決
定
す
る
。

26
春
闘
諸
要
求
提
出
の
た
め

の
第
1
回
中
央
港
湾
団
交
は
、

26
年
2
月
12
日
（
木
）
を
念
頭

に
準
備
す
る
と
し
て
い
る
。

全
国
港
湾
第
18
回
定
期
大
会
は
、
9
月
17
日
（
水
）
か
ら
19
日
（
木
）
に
か
け
て
豊
橋
市
『
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー

ト
』
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

定
期
大
会
開
催
に
先
立
ち
、
大
会
議
案
書
が
中
央
執
行
委
員
会
、
常
任
中
央
執
行
委
員
会
の
議
論
を
経
て
作
成
さ
れ
た
の

で
、
今
号
で
は
定
期
大
会
の
お
よ
び
議
案
書
の
概
要
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

8
月
5
日
、
東
京
都
港
区
に

あ
る
田
町
交
通
ビ
ル
5
Ｆ
会
議

室
に
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事
務
所

主
催
の
『
自
動
車
運
送
分
野
に

お
け
る
特
定
技
能
制
度
学
習

会
』
が
開
催
さ
れ
た
。

学
習
会
は
2
部
制
で
行
わ

れ
、第
1
部
の
学
習
内
容
で
は
、

2
0
2
4
年
3
月
に
特
定
技
能

に
係
る
特
定
産
業
分
野
の
見
直

し
が
さ
れ
、
新
た
に
自
動
車
運

送
業
分
野
、
鉄
道
分
野
、
林
業

分
野
、
木
材
産
業
分
野
が
追
加

さ
れ
た
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

自
動
車
運
送
分
野
の
技
能
試
験

の
制
度
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、

外
国
人
の
特
定
技
能
検
定
の
制

度
に
詳
し
い
日
本
海
事
協
会
か

ら
講
師
を
招
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
、
特
定
技
能
制
度
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

第
2
部
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京

事
務
所
瀧
代
表
よ
り
『
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

他
産
業
で
は
特
定
技
能
制
度
に

よ
っ
て
就
労
し
て
い
る
外
国
人

労
働
者
が
大
勢
い
る
こ
と
。
交

通
運
輸
分
野
で
も
同
制
度
を
利

用
し
て
就
労
す
る
外
国
人
労
働

者
が
今
後
増
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
各
産
別
の
対
応
な
ど
意
見

交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
参
加

者
か
ら
意
見
等
を
募
っ
た
。
ま

た
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
ジ
ア
太
平
洋
会

議
の
場
で
、
各
国
と
も
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
に
対
す
る

方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、

外
国
人
労
働
者
の
組
織
化
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
旨
の

報
告
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ト

ラ
ッ
ク
、
タ
ク
シ
ー
、
鉄
道
か

ら
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
報
告

や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

港
湾
の
場
合
、
現
時
点
で
は

外
国
人
の
特
定
技
能
制
度
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

港
運
協
会
は
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
前
向
き
な
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
こ
と
や
、
現
状
の

人
手
不
足
等
を
踏
ま
え
る
と
港

湾
運
送
分
野
も
追
加
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
Ｉ
Ｔ
Ｆ
と
の
情
報
交
換

や
全
国
港
湾
で
の
内
部
議
論
の

必
要
性
を
感
じ
た
学
習
会
で
あ

っ
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
が
保
険
適
用

外
に
な
る
▼
Ｏ

Ｔ
Ｃ
薬
と
は
処

方
箋
が
無
く
て

も
買
え
る
市
販

薬
の
事
で
、
そ

れ
と
成
分
が
似
て
い
る
薬
に
つ

い
て
、
健
康
保
険
の
適
用
を
外

す
こ
と
を
自
民
・
公
明
・
日
本

維
新
の
会
の
3
党
が
6
月
に
合

意
し
、
年
末
ま
で
に
検
討
し
た

う
え
で
、
2
0
2
6
年
度
か
ら

順
次
実
施
し
て
い
く
と
い
う
▼

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
か
と
い
う
と
、風
邪
薬
、

胃
腸
薬
、
湿
布
、
鎮
痛
剤
や
皮

膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、

便
秘
、
花
粉
症
、
喘
息
の
薬
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
保
険
適

用
が
外
さ
れ
れ
ば
、
自
己
負
担

額
は
3
倍
超
か
ら
、
慢
性
疾
患

や
難
病
の
患
者
で
は
数
十
倍
に

上
る
と
試
算
さ
れ
る
。
ま
た
、

患
者
が
医
療
機
関
に
受
診
せ
ず

自
己
診
断
で
市
販
薬
を
購
入
す

る
こ
と
を
促
す
た
め
、
早
期
発

見
の
機
会
を
逸
失
す
る
こ
と
や

誤
使
用
の
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ

る
。
ま
た
、
高
い
薬
代
を
払
え

な
い
こ
と
に
よ
る
重
症
化
も
懸

念
さ
れ
る
。
子
供
の
医
療
費
無

償
化
に
も
逆
行
す
る
愚
策
と
し

か
思
え
な
い
▼
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
政
策
を
立
案
し
た
の
か
。

3
党
合
意
で
は
『
健
康
保
険
料

の
軽
減
』
が
目
的
と
さ
れ
て
い

る
。社
会
保
険
料
は
労
使
折
半
。

労
働
者
負
担
が
少
し
減
っ
た
と

し
て
も
、
病
気
の
際
に
高
額
な

出
費
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
医
療

を
受
け
ら
れ
な
く
な
れ
ば
本
末

転
倒
。
安
心
し
て
受
診
で
き
る

『
国
民
皆
保
険
制
度
』
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
の
方
策
こ
そ

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ＩＴＦ特定技能制度学習会ＩＴＦ特定技能制度学習会

声
を
力
に
！
未
来
へ
つ
な
ぐ

声
を
力
に
！
未
来
へ
つ
な
ぐ
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